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5 .  座 右 の 銘  

 

 阿 部 氏 が 座 右 の 銘 と す る 言 葉 の い く つ か を 紹 介 し よ う 。  

 

●  九 思 一 言  

意 味 は 、 物 事 の 是 非 、 善 悪 を 十 分 に 考 察 し た う え で 言 葉 を 発 す る

こ と で あ る 。「 孔 子 曰 く 、君 子 に 九 思 あ り 、視 は 明 を 思 い 、聴 は 聡

を 思 い 、 色 は 温 を 思 い 、 貌 は 恭 を 思 い 、 言 は 忠 を 思 い 、 事 は 敬 を

思 い 、疑 は 問 を 思 い 、 分
ふん／いかり

は 難 を 思 い 、得 を 見 て は 義 を 思 う 」か

ら 由 来 す る 。 九 思 は 、 論 語 で 説 い て い る 君 子 の 思 う 九 つ の 事 柄 、

す な わ ち 明 ・ 聡 ・ 温 ・ 恭 ・ 忠 ・ 敬 ・ 問 ・ 難 ・ 義 の こ と で あ る 。  

 

●  人 生 に は 、 思 う に 任 せ ぬ 境 遇 に 立 た さ れ る こ と が 幾 た び も あ る 。

嘆 か ず 、腐 ら ず 、あ せ ら ず 、「じ っ と こ ら え て 今 に 見 ろ 」と 不 屈 の

旗 を 振 り 通 し て い く こ と だ 。（「 連 載 『 ヒ ー ロ ー ズ  逆 境 を 勝 ち 越

え た 英 雄 た ち 』第 1 回  ネ ル ソ ン・マ ン デ ラ 」（「 聖 教 新 聞 」2 0 2 0

年 1 1 月 1 日 掲 載 ）  

 

ネ ル ソ ン ・ マ ン デ ラ （ 1 9 1 8 -2 0 1 3 年 ） は 、 反 ア パ ル ト ヘ イ ト   

政 策 を 訴 え た 活 動 家 と し て 有 名 で あ る 。紆 余 曲 折 を 経 て 1 994 年 の

南 ア フ リ カ で は 初 と な る 民 主 的 な 選 挙 に お い て 初 の 黒 人 の 大 統 領 に

就 任 し た 人 物 で あ り 、 不 屈 の 精 神 を 持 っ た 政 治 家 ・ 弁 護 士 で あ る 。  

 

●  歴 史 の 光 に 照 ら し て み て も 、恐 れ る よ り は 希 望 を 持 つ 方 が 、や ら

な い よ り は や る 方 が 、 よ り 賢 明 な こ と は 明 ら か で あ る 。 そ れ に 、

「 そ ん な こ と で き る わ け が な い 」と い う 人 間 か ら は 何 一 つ 生 ま れ

た た め し が な い と い う こ と も 、動 か す こ と の で き な い 事 実 な の で

あ る（「 連 載『 ヒ ー ロ ー ズ  逆 境 を 勝 ち 越 え た 英 雄 た ち 』第 7 回  エ

レ ノ ア ・ ル ー ズ ベ ル ト 」（「 聖 教 新 聞 」 2 0 2 1 年 5 月 1 6 日 掲 載 ） 

 

LOOKS
ノート注釈
アパルトヘイトApartheidとは、1948年に南アフリカで法制化された「人種隔離政策」。
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諸 先 輩 の 永 年 の キ ャ リ ア に よ り 蓄 積 さ れ た ノ ウ ハ ウ を

生 か せ て 頂 き 、機 械 の 機 能 の 活 用 方 法 、保 全 、修 理 、織 物

組 織 変 化 知 識 、 風 合 、 不 良 品 等 の 対 処 方 法 の ア ド バ イ ス

に よ り 技 術 、知 識 の 習 得 。か つ て 職 人 と い え ば 、先 輩 の や

っ て い る こ と を「 見 て 覚 え ろ 」「技 術 は 盗 め 」の 時 代 で も

あ っ た 。今 は 少 し 違 っ て き て い る 。そ れ は 、安 閑 と 前 例 を

踏 襲 し て い る だ け で は 取 り 残 さ れ て い く 危 機 の 時 代 で も

あ る 。  

ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル 、 そ し て A I（ 人 工 知 能 ） の 導 入

と 日 々 技 術 が 進 歩 し て い る 。 新 し い 機 械 の 導 入 に よ り 昨

日 ま で 培 っ て き た 知 識 、 技 術 が 全 く 役 に 立 た な く な る こ

と も あ る 。 た だ 、 い く ら 技 術 が 進 歩 し よ う と 物 づ く り に

ア ナ ロ グ な 部 分 が ゼ ロ に な る と い う こ と は 無 い 。 今 後 も

技 術 の 進 歩 の 速 度 は 、 ま す ま す ス ピ ー ド ア ッ プ し て い く

と 思 わ れ る 。 新 し い 機 械 の 機 能 、 技 術 に 意 欲 を 持 っ て ト

ラ イ し て い く こ と が 求 め ら れ る 。 次 世 代 へ の 継 承 、 誰 人

も 日 々 精 進 し 、 付 加 価 値 を 高 め て 生 き 残 り 、 今 を 懸 命 に

生 き 、一 日 一 日 与 え ら れ た 仕 事 を 持 続 す る こ と の 大 切 さ 。

「 持 続 は 力 な り 」 そ し て 、仕 事 を 通 し て 技 術 の み な ら ず 、

よ り 一 層 の 人 格 形 成 を 目 指 し て い き ま し ょ う 。  

 

 

 

エ レ ノ ア ・ ル ー ズ ベ ル ト （ 1 884 -1 96 2 年 ） は 、 第 3 2 代 ア メ リ

カ 大 統 領 フ ラ ン ク リ ン ・ ル ー ズ ベ ル ト の 妻 で あ る 。 エ レ ノ ア は 、 婦

人 運 動 家 と し て も 高 名 で あ り 、 闘 う 女 性 で あ っ た 。 フ ラ ン ク リ ン の

良 き 理 解 者 で あ り 、 フ ラ ン ク リ ン を 陰 で 力 強 く 支 え た 人 物 で あ る 。  

 

「持続は力なり」  

 

 最 後 に 、 阿 部 さ ん か ら の メ ッ セ ー ジ で あ る 。  
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6 .  お ス ス メ の 本  

 

 阿 部 氏 は 読 書 好 き で あ る 。 今 ま で に た く さ ん の 本 を 読 ん で き た 。

歴 史 小 説 を 中 心 に 、 印 象 に 残 っ て い る 本 を 以 下 で 挙 げ る 。  

 

◆  ア レ ク サ ン ド ル・デ ュ マ 、山 内 義 雄 訳『 モ ン テ・ク リ ス ト 伯 』 全

7 巻 、 岩 波 書 店 （ 岩 波 文 庫 ）、

1 9 7 9 年 。  

◆  芦 田 孝 昭 『 中 国 の 故 事 ・ こ と わ

ざ 』 現 代 教 養 文 庫 、 1 9 7 1 年 。  

◆  梶 山 季 之『 鼻 下 短 』光 文 社 、1 9 7 4

年 。  

◆  山 岡 壮 八 『 徳 川 家 康 』 全 2 6 巻 、

講 談 社 、 19 74 -1 9 7 9 年 。  

◆  池 波 正 太 郎 『 雲 霧 仁 左 衛 門 』 前

編 ・ 後 編 、 新 潮 社 、 1 9 7 9 年 。  

◆  吉 川 英 治 『 三 国 志 』 全 8 巻 、 講

談 社 （ 吉 川 英 治 歴 史 時 代 文 庫 ）、

1 9 8 9 年 。  

◆  吉 川 英 治『 新・平 家 物 語 』全 1 6

巻 、講 談 社（ 吉 川 英 治 歴 史 時 代 文

庫 ）、 1 9 8 9 年 。  

◆  毛 沢 東 、 竹 内 実 訳 『 毛 沢 東 語 録 』 平 凡 社 、 1 9 9 5 年 。  

◆  司 馬 遼 太 郎『 竜 馬 が ゆ く 』全 7 巻 、文 藝 春 秋（ 文 春 文 庫 ）、19 98

年 。  

◆  五 味 川 純 平 『 人 間 の 条 件 』 上 中 下 巻 、 岩 波 書 店 、 20 05 年 。  

◆  石 原 外 喜 義『 弱 く て も 勝 て る 強 く て も 負 け る 』幻 冬 舎 、2 0 1 7 年 。  

◆  山 崎 真 由 子 『 職 人 の 手 』 KT C 中 央 出 版 、 2 0 1 9 年 。  

◆  西 林 克 彦『 知 っ て る つ も り：「 問 題 発 見 力 」を 高 め る「 知 識 シ ス テ

 

五 味 川 純 平 『 人 間 の 条 件 』 上 巻 、 岩 波 書

店 、 2 0 0 5 年 （ 今 治 市 立 図 書 館 所 蔵 ）。  
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ム 」 の 作 り 方 』 光 文 社 、 2 0 2 1 年 。  

 

 読 書 も 趣 味 の ひ と つ で あ る が 、 最 近 は 野 菜 づ く り に 凝 っ て い る 。

お よ そ 1 2 0 ㎡ の 畑 を 妻 の 鈴 子 氏 と 一 緒 に 耕 し 、 季 節 の 旬 の 野 菜 を

つ く っ て い る 。 た と え ば 、 春 は イ ン ゲ ン 豆 、 ア ス パ ラ ガ ス 、 ニ ン ニ

ク 、 夏 は 小 玉 ス イ カ 、 茄 子 、 ト マ ト 、 秋 は か ぼ ち ゃ 、 サ ツ マ イ モ 、

落 花 生 、 冬 は 小 松 菜 、 ほ う れ ん 草 、 カ ブ ラ な ど で あ る 。  

 野 菜 づ く り の 合 間 を ぬ っ て 、 料 理 も 嗜 む 。 得 意 料 理 は 、 き ん ぴ ら

ご ぼ う 、 た こ 焼 き 、 肉 う ど ん 、 麻 婆 豆 腐 な ど 庶 民 的 で 家 庭 的 な も の

で あ る 。 タ オ ル づ く り に お い て 第 一 線 を 退 い た 今 、 阿 部 氏 は 後 進 指

導 に 心 血 を 注 ぐ 傍 ら 、 少 年 の 頃 、 大 嫌 い だ っ た 農 業 に 趣 味 の 時 間 を

あ て 楽 し ん で い る 。（ 完 ）  

（ 文 責 ・ イ ン タ ビ ュ ー ： 辻 智 佐 子 ）  

 

 

参 考 文 献  

愛 媛 県 経 済 労 働 部 管 理 局 老 生 雇 用 課「 愛 媛 労 働 」第 7 7 5 号 、20 14

年 1  月 1 5 日 。  

佐 藤 亮 平 他 「 サ ッ カ ー に お け る 技 術 ・ 戦 術 的 特 質 に 関 す る 研 究 ： オ

フ サ イ ド を 中 心 と し て 」北 海 道 体 育 学 会『 北 海 道 体 育 学 研 究 』5 4 号 、

2 0 1 9 年 、 5 3 -6 1 頁 。  

四 国 タ オ ル 工 業 組 合 提 供 資 料 「 地 区 別 組 合 員 名 簿 」 19 70 年 1 1 月

3 0 日 、 3 1 頁 。  

 

編 集 後 記  

 コ ロ ナ 禍 が 収 束 の 兆 し を 見 せ ず 、「 2 0 2 0 年 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン

ピ ッ ク 競 技 大 会 」（ 2 0 2 1 年 7 月 〜 9 月 に 実 施 ） が 開 催 さ れ て い る 関 東 首 都

圏 で は 感 染 者 が 過 去 最 多 を 記 録 す る な か で 、こ の た び の イ ン タ ビ ュ ー を お こ

な い ま し た 。昨 年 に 引 き つ づ き 、オ ン ラ イ ン で の イ ン タ ビ ュ ー で す 。阿 部 さ

ん に は 事 前 に た く さ ん の 資 料 を ご 用 意 し て も ら い 、お か げ さ ま で ス ム ー ズ に
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お 話 を 進 行 で き ま し た 。  

 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー の ひ と り と し て 、産 地 の 将 来 の た め に 今 も 現 役 で 精

力 的 に 活 動 さ れ て い る 阿 部 さ ん の 姿 こ そ 、後 世 の 人 材 育 成 に と っ て 大 き な 意

味 が あ る と お も い ま す 。「 モ ノ づ く り は 人 づ く り 」 だ と 自 信 を 持 っ て 語 る 阿

部 さ ん は 、中 国 や ロ シ ア に も 技 術 指 導 に 赴 き 、そ れ を 実 感 さ れ ま し た 。今 治

タ オ ル の 将 来 を 担 う 若 い 世 代 に も 阿 部 さ ん の 思 い が 伝 わ る よ う に 、わ れ わ れ

も 情 報 発 信 し て い き ま す 。  

 イ ン タ ビ ュ ー の 際 、機 材 の 不 具 合 に よ っ て 阿 部 さ ん の 姿 を オ ン ラ イ ン 越 し

に 拝 見 で き ま せ ん で し た 。後 日 、イ ン タ ビ ュ ー 当 日 の 阿 部 さ ん の 写 真 を 拝 見

し た ら 笑 顔 が 素 敵 で し た の で 、 こ こ に 掲 載 さ せ て い た だ

き ま し た 。 コ ロ ナ 禍 が 収 束 し た ら 、 ぜ ひ 対 面 で お 会 い し

た い で す（ 2 0 2 2 年 1 月 2 6 日 に 実 現 ）。コ ロ ナ 禍 に よ っ

て 当 た り 前 の こ と が 当 た り 前 で な く な っ た 現 在 、「 対 面 」

の あ り が た さ を 一 入 感 じ た イ ン タ ビ ュ ー で し た 。  

 

 

次 回 の 「 タ オ ル び と 」   

「 タ オ ル び と 」 の 3 1 人 目 は 、（ 株 ） 黒 田 工 藝 代 表 取 締 役 社 長 の 黒 田 周 悟 氏

で あ る 。黒 田 工 藝 は 、タ オ ル 生 産 の 仕 上 工 程 の う ち 捺 染（ プ リ ン ト ）加 工 を

お こ な う 会 社 で あ る 。創 業 か ら 6 0 年 以 上 に わ た り 、タ オ ル 向 け 捺 染 加 工 を

専 業 と し 産 地 の 発 展 を 支 え て き た 。同 社 を 率 い る 黒 田 氏 に 、「捺 染 と タ オ ル 」

の 歩 み に つ い て 話 を う か が う 。  

 

 

 

 


